
 

国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事業 

（報告） 

 

団 体 名 ： 日本生活協同組合連合会     

 

【開催趣旨・目的】 

 昨年日本で開催された WLN より、女性の活躍には身近なロールモデルとネットワーク

をつくることが重要だと学びました。地域、NPO、生協など、様々な分野で活躍されてい

る女性たちにお集まりいただき、活動や事業を通してどんな地域づくりに参加されてい

るのか、どんなキャリアを積み上げてこられたのかについてお話しいただきました。 

 

【シンポジウム等の名称】 

 日本生協連中央地連 第３回男女共同参画懇談会 

    経済活動に携わる女性の活躍・役割  

～働く、創る、学び研究する、経営する 女性たちのメッセージ～ 

 

【日時】 平成 23 年 2 月 3 日（木）13：30～16：30 

【場所】 東京・渋谷 日本生協連「コーププラザ」４F 

【参加者数】  104 人（生協 84 名、内閣府 1 名、その他自治体等 7 名、講師・

パネリスト 3 名、日本生協連 9 名） 

【プログラム】（別添チラシ参照） 

【参加者からの主な意見】 

・ 生協だけでなく、様々な団体と連携してポジティ

ブアクションをすすめていくべき。 

・ 自分のやりたいことではなく、困っていることや

求められていることに目を向けると自分のやれる

ことが見えてくるというお話しは今後の活動のヒ

ントになりそう。 

・ 組織を見つめ直し、自分自身を見つめ直すヒント

にもなった。自分のスキルの「たな卸し」をしてみようと思った。 

・ 地域コミュニティづくりに生協がもっと役割を発揮することが必要。 

 

【シンポジウム等を通して得た成果（効果）】 

 國井秀子氏の講演では、日本企業におけるジェンダーバイ

アスの問題について、女性の少ない IT 業界で活躍されてきた

ご自身の経験をふまえ、企業の中で女性の登用が進まない問

題についてご報告いただきました。企業で働く人材を多様化
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するためには、女性社員へのキャリアプランの作成やロールモデルの提示とともに、ト

ップダウンの経営戦略や上司の意識改革（優秀な女性を部下にして成功事例をつくる）

が必要だと教えていただきました。 

 パネルディスカッションでは、立場の異なる４名の女性からご自身の経験を中心にお

話しいただきました。ＮＰＯ法人を運営されている日置真世氏からは、自分が困ってい

ることの情報を発信してニーズを可視化し、人とのネットワークによって解決につなが

っていくこと、まずは自分のできることを探し、やってみることが大事ということを力

強くお話しいただきました。 

生協の組合員理事の経験を経て、ジャムの製造・販

売会社を起業された橘和子氏からは、50歳を過ぎて

自分のスキルの「たな卸し」をしたことで問題意識

が生まれたことや、起業の際の経済的リスクを女性

自身が背負うことの覚悟について教えていただきま

した。 

組合員理事から理事長になられた平野都代子氏は、

組合員理事は「くらしの視点を持つ理事」として専門性を生かさなければいけないとい

うことや、パルシステム千葉では地域の一員として役割を果たせるよう「コミュニティ

生協」をめざしていることのご説明をいただきました。 

最後に、現役生協職員である根岸公江氏からは４人のお子さんを育てながら働いてこ

られたのは先輩職員や組合員の励ましがあったからという体験談や子育てをひとりでは

なく地域や職場でしていくことの大切さを学びました。 

 

【今後の課題】 

・ 他企業や他団体と連携を強化するために、情報交換や交流をおこなっていく 

・ 現在も一部生協で実施されている「起業塾」の取り組みを全国に広めていく 

 






